
最新の環境課題と川崎市の取組⑤

  川崎市の取組
　川崎市では、ごみの適正処理を推進するとともに、普及啓発、環境学習、市民参加の取組な
ど３Ｒ推進に向けた様々な施策を進めてきました。これらの取組については、近年のプラスチ
ックごみに関する機運の高まりを捉えながら今後も進めていくとともに、環境産業等と連携し
た「かわさきプラスチック循環プロジェクト」などの新たな取組を推進していくことで、より
良い未来へとつなげていきます。
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　川崎市における更なるプラスチック資源循環を目指すプラットホームとして、「かわさきプラ
スチック循環プロジェクト」を2022（令和4）年4月に設立しました。本プロジェクトでは、市
民、事業者、行政が実施している様々なプラスチック資源循環や拠点回収などの取組を連携して
推進し、更なるプラスチック資源循環に向けた行動変容を促進するとともに、新たな取組を企画
・展開するプラットホームを構築することを目的としています。
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※1　このイラストは循環をわかりやすく表現するためのイメージです。
※2　株式会社セブン-イレブン・ジャパンと株式会社イトーヨーカ堂の
　　　店頭で回収されたペットボトルについては原材料化したものの一部が
　　　サントリーグループで再商品化されています。
※　　市内で回収されたペットボトルにはこの他のリサイクルルートでも
　　　リサイクルされています。
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